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経
済
産
業
省
は
こ
の
ほ
ど
、
幅
広
い
産
業
で
の
デ
ー
タ
取
引
の
活
性
化
を
目
的
に
、

取
引
の
当
事
者
が
、
契
約
締
結
時
に
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
形
式

で
整
理
し
た

「デ
ー
タ
に
関
す
る
取
引
の
推
進
を
目
的
と
し
た
契
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
作
成
、
公
表
し
た
¨
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
利
活
用
す
る
こ
と
で
　
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
構

築
を
図
る
事
例
が
増
え
て
い
る
こ
Ｌ
に
対
応
し
た
も
の
　
同
省
で
は
　
一‐（公
表
し
た
カ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
）
事
業
者
が
必
要
に
応
じ
て
参
照
す
る
手
引
き
と
し
て
公
表
す
る
も
の

で
、
記
載
事
項
に
つ
い
て
の
検
討
や
契
約
書
へ
の
反
映
を
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
」

（商
務
情
報
政
策
局
情
報
経
済
課
）
と
し
て
い
る
。
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囃
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一
十
一情
で
、
マ
ヽ
渉
時
で
一
¨

一
＝
を
情
減
し
た
い
ｔ
い
要
）
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蠅
４
一
」
「

一
”
一
一
・一
一
一一
響
一
一
」産

駆
口
型
ｆ
Ｆ
ベ
ー
シ
■
●
一

丁
【
は
、
一
‐
ク
駆
動
型

・―、．

細
出
か
期
持
さ
れ
４
」
一＝
一

・
一
シ
ヽ
ｆ
′
（
‐
，
・
・

Ｉ
●
Ｔ
一モ
′
の
イ
ン
々
―

■ヽ
一
卜
一、
ビ
一
ダ
デ
ー
や
、

′、、●
珈
能

一八
ｌ
一
キ
＝
川

し
た
人
生
■
〔
動
き
か
活
発

た
す
る
中
、
‘
チ‐――
〓
Ｌ
な

デ
ー
■
を
大
■
．に
■
め
、
■

積
し
、
通
切
か
つ
勤
撃
的
に

，
析
を
行
い
、
マ
ｌ
ヶ
テ
ｒ

■
一
や
析
商
品
――ｌｉ
ｔ
■
に
一

な
げ
る
新
た
な
ビ
デ
■
ス
虻
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動
き
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段
Ｌ
神
ｉ‐Ｉ‥‥十

１‐―，
電
込
二
た
　
す
で
は
、
日

内
年
一て
は
、
自
社
か
保
在
す

る
デ
ー
●
を
相
活
サｌｊ
す
る
こ

Ｌ
で
、
１‐ｌｉ
雌
―――ＩＪ
の
あ
る
ビ
ジ

■
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縄
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４
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●
確

た
だ
し
、
同
省
で
は
ガ

イ
ド
ラ
ィ
レ
の
活
用
に
つ
い

て
、
「饗
静
由
苔
は
ち
十
杵

間
の
白
山
ｉ
志
に
よ
い
よ

定
さ
れ
る
も
・′，
て
、
強
制
す

〓
ち
い
で
は
な
い
」
Ｌ
し
、

ふ
く
ま
で
、
「自
ら
‘
利
を

行
使
ｔ
、
過
度
な
負
担
を

彙
■
な
い
業
件
で
取
引
を
実

施
一
ミ
・̈
や
か
■
¨
可
能
性
■

十
■

出
に
な
４
二
■
か
”

い
」
■
，
嘔
　
一
ｉｌ‐，
た
な
し

一
■
一・
■
出
で
い
一（
ム
ー
ズ

■
■
ｉ
撃
成
■
に
置
●
て

お
け
一
・ｍ
一
二
し
て
い
る

製
造
櫻
新
の
域
流

．一　
‐―
‐
ｌ
ｏ
Ｔ
時
代
の
篭
４
つ
く
叩

１
０
Ｔ

（イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ブ
シ
ン
グ
ス
）
と
は
本
来
　
あ
ら
ゆ
る
モ

ノ
と
人
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぐ
こ
と
を
指
す
が
、
も
の
づ
く
り
分
野

で
は
機
械
同
士
を
つ
な
ぐ
Ｍ
２
Ｍ
の
生
産
工
程
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ

さ
れ
が
ち
で
、
消
費
者
に
ど
ん
な
喜
び
や
満
足
感
が
提
供
さ
れ
得
る
の
か

は
な
か
な
か
想
像
し
に
く
い
。
そ
の
見
え
づ
ら
い
価
値
を
実
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
具
現
化
す
る
新
た
な
設
計

，
生
産
シ
ス
テ
ム
の
創
出
に
、
神
戸

大
学
３
Ｄ
ス
マ
ー
ト
も
の
づ
く
り
研
究
セ
ン
タ
ー
が
挑
戦
し
て
い
る
。

一゙
　
ザ
ー
●
に
ｔ
，
サ
ー
を
川
マ
ニ
■
成
型

二
‐
・
，‥
′
品
一ｔ
‐
て́
お
い
、
ｔ

．ヰ

‐
か
ら
件

ム
筆

―
●
を
設
計
に
活
か
す
の
は
ち
Ｌ
′、
え
、

よ
い
速

‘ヽ
た
一．た
ｏ
■
体
に
■
押
を
か
け
な

い
た
■
の
た
法
分
析
の
一
―
ビ
ス
も
提
供
で

卜
・″

〓
｝
「
　
■
い
、
ぃ
Ｆ
ノ
ヽ
■
は
理
論

値
で
は
に
は
■
■
可
能
な
ト
ヘ
■
ま
で
研
究

か
，１１

れ
で
お
“
、
共
―‐‐～
聞
発
計
い
“

【
―‐
■

試
”
所
て
，
ロ
ト
な
イ
プ
マ
シ

′ヽ
一
開
発
を

准
一め
て
い
る
そ
う
だ
．

■
３
段
階
で
価
値
を
育
て
る

「価
値
共
創
」
の
仕
組
み
は
、
ユ
ー
ザ
ー
特

性
別
に
３
段
階
に
分
け
た
。
第
１
段
階
で
は
、

ア
ス
リ
ー
ト
に
対
し
て
筋
骨
格
デ
ジ
タ
ル
モ
デ

ル
と
適
合
さ
せ
た
シ
ュ
ー
ズ
の
形
状
解
析
、
運

動
・
感
覚
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
■
■
並
み
の
フ
ル
テ
ー
ラ
ー
メ

イ
ド
の
製
品
を
提
供
す
る
。
第
■
段
階
で
得
ら

れ
た
デ
ー
タ
は
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー
や
リ
ハ
ビ
リ

日
的
な
ど
第
２
段
階
の
ユ
■
ザ
■
の
シ
ュ
ー
ズ

開
発
に
適
用
。
店
舗
等
で
計
測
し
や
す
い
モ
ー
・

シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
キ
ー
・床
反
力
計
測
シ
る
ア
ム

な
な
か
ら
得
た
デ
ー
タ
を
反
映
し
た
セ
ミ
テ
ー

ラ
ー
メ
ィ
ド
製
品
と
し
て
提
供
す
る
。
第
３
段

階
の
マ
ス
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
は
、
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
撮
影
し
た
足
の
画
像
を
基
に
ハ
中

敷
や
ミ
ッ
ド
ソ
ー
ル
な
ど
部
分
的
な
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
を
量
産
可
能
な
コ
ス
ト
で
提
供
す
る
考

たヽ
。貝

原
セ
ン
タ
■
長
は

「３
つ
の
段
借
を
踏
ん

で
製
品
を
育
て
る
中
で
、
徐
々
に
シ
ュ
‐―
ズ
に

一対
す
る
潜
在
的
な
価
値
が
見
え
て
く
る
は
ず
。

例
え
ば

，
ハ
ビ

，
目
的
の
場
合
な
ら
、
ど
こ
の

筋
肉
が
衰
え
て
い
れ
ば
ど
ん
な
ソ
ー
ル
材
質

・

形
状
が
望
ま
し
い
の
か
も
判
明
す
る
だ
ろ
う
し
い

マ
ス
ユ
ー
ザ
■
が

『よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
歩

き
や
す
い
』
と
感
じ
ら
れ
る
シ
ユ
ー
ズ
が
生
み

輻
他
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
と
連
携
発
展
ヘ

こ
の
「価
値
共
創
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
設
計
・

生
産
シ
ス
テ
ム
は
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
や
介
護
・

に
療
用
品
な
ど
他
つ
フ
バ
ー
製
品
へ
の
展
開

も
見
＝
え
て
お
り
、
将
来
的
に
は
神
戸
人
の

他
の
２
つ
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
連
携
し
て
さ
ら
に
高
度

化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
．

Ｎ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ス
に
よ
る
工
作
機
械
の

知
能
化
に
関
す
る
Ｓ
Ｉ
Ｐ

一研
究
開
発
責
任

子
は
白
瀬
敬
一枚
授
、
本
紙
９
月
１。
日
け
工

作
機
械
特
集
で
紹
介
一
の
場
合
な
ら
ば
３
Ｄ

Ｐ
並
み
の
ス
ピ
ー
ド
で
金
属
製
品
の
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
生
産
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
¨
も
う

一
つ
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
は
■
新
的
設
計
生
産
技
術
の

研
究
で
、
民
生
分
野
で
世
界
最
高
ク
ラ
ス
の

演
算
性
能
を
持
つ
ス
ー
パ
ー
ョ
´
ピ
ュ
ー
タ
ー

「京
」
を
活
用
す
る
〔
こ
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
研
究
開

発
責
任
者
で
あ
る
小
野
謙
二
教
授

（理
化
学

研
究
所

・
神
戸
大
学
所
属
、
工
学
時
士
）
に

よ
る
と
、
「市
場
デ
ト
タ
、
ユ
ー
ザ
ー
の
高
性

や
求
め
る
性
能
・
コ
ス
ト
な
ど
膨
大
な
パ
ラ

メ
ー
タ
を
ス
パ
コ
一ン
で
解
析
す
れ
ば
、
最
も
多

く
の
ユ
ー
ザ
ー
が
最
大
の
満
足
感
を
得
ら
れ

る
モ
ジ
ュ
ー
ル
設
計
の
ア
イ
デ
ア
を
着
想
し
や

す
く
な
る
」
な
ど
、
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待

で
き
そ
う
だ
。

蝠
世
界
初
、
ラ
バ
ー
の
３
Ｄ
Ｐ

３
Ｄ
ス
マ
ー
ト
も
の
づ
く
り
研
究
セ
ン
タ
ー

が
活
動
を
開
始
し
た
の
は
今
年
７
月
．
貝
原

俊
也
セ
ン
タ
ー
長

一
ン
‘
ア
ム
情
報
学
研
究
科

教
授
一
は

「今
は
ス
マ
ホ
や
商
品
に
組
み
込

ま
れ
た
セ
ン
サ
ー
を
か
し
て
ユ
ー
ザ
ー
と
作
り

手
が
常
に
つ
な
が
れ
る
時
代
．
製
品
を
使
用

し
て
も
ら
い
な
が
ら
人
体
の
形
状
や
使
用
感

を
含
む
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
常
に
交
換
す
れ
ば
、

未
知
の
満
足
感
を
ユ
ー
ザ
ー
と
作
り
手
側
が

「共
創
』
で
き
る
．
こ
の

『価
値
共
制
』
を
可

能
に
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
の
も
の
づ
く
り
の
モ
デ

ル
を
地
元
企
業
と
共
に
開
発
し
た
い
」
と
セ
ン

タ
ー
の
構
想
を
話
す
¨

技
術
の
コ
ア
に
な
る
の
は
、
平
成
２６
年
度

の
内
閣
府
の
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ

ロ
グ
ラ
ム

（Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
に
採
択
さ
れ
た
神
戸
大

子
の
３
つ
の
研
究
テ
ー
ヽ
■
一ヽ
の
中
核
Ｌ
な

る
の
が
、
テ
イ
ラ
ー
メ
ィ
ド
ラ
バ
ー
製
品
の

設
計
生
産
に
関
す
る
研
究
だ
．

こ
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
共
同
研
究
者
に
は
，
シ
ッ

ク
ス
、
住
友
ゴ
ム
エ
業
な
ど
６
つ
の
地
元

企
業
・
法
人
が
名
を
迪
ね
る
．
製
品
化
の

先
導
モ
デ
ル
も
神
戸
の
地
場
産
業
で
あ
る

シ
ュ
ー
ズ
に
的
を
絞
っ
た
．

世
界
で
も
実
現
例
が
な
い
、
架
橋
ラ
バ
ー

を
熱
成
形
加
ｌｌｌ
で
き
る
リ
ア
ク
テ
ィ
ブ
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
の
開
発
も
進
め
る
｛
同
３
Ｄ
Ｐ
の

ノ
ズ
ル
部
と
素
材
の
開
発
を
担
当
す
る
西

野
孝
教
授
に
よ
る
と

「通
常
の
シ
ュ
ー
ズ
の

ソ
ー
ル
は
接
着
剤
で
様
々
な
材
質
の
ラ
バ
ー

を
貼
り
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
３

Ｄ
Ｐ
な
ら
個
々
の
ユ
ー
ザ
ー
の
筋
骨
格
や
使

い
方
の
特
性
に
合
わ
せ
た
唯
一無
二
の
材
質
・

形
状
の
ソ
ー
ル
を
、
迅
速
に
一体
成
型
で
き

経産省が公表
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